
２．それって、鉛みたいな感じ。

退屈になると鍵がかかった 
車のトランクか、
広いだけのなにもない
室内にとじこめられているような
少しイライラした気分になる。
僕の意識が軽い軟禁状態から、
ひどいと監禁状態になって、
どんどん重くなっていく。
まるで鉛みたい。
こうなると手に負えない。
そういう時には
湯舟に身を沈めるか、
眠る事にしている。
彫像の様に固まってしまって、
動けなくなる前にそうする。
軽い時にはマリア像程度だけど、
重い時は…いや、重くなった途端に
ダビデとかラオコーンだかロダンみたいに
身動きがとれなくなりそうになるから嫌にな
る。



あーって、声あげられるだけ
まだマシだけど。

・この作品のイメージ
 彫像って、
 いろんなひとたちの、
 いろんな物事が
 何気なく風刺されてるみたいだ。
 新聞みたいなものだったのかもしれない。


